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免責事項 

 この運用報告書の日本語版は SPDR シリーズ・トラストの 2024 年 6 月 30 日付 Annual Report 及び

Annual Financial Statements and Other Information の記載事項の翻訳に基づいており、日本における投資家の

参照用に作成されたものです。投資家は、英語版および日本語版との間に齟齬が生じた場合、英語版が優

先されることにご留意下さい。 

 

(注)  本書において、米ドルの円貨換算は、2025 年 2 月 7 日現在の株式会社三菱 UFJ 銀行の対顧客

直物電信売買相場仲値(1 米ドル＝151.30 円)による。また、本書において文中および表中の数字

は四捨五入された数値として表示されている場合があり、したがって合計として表示された数字

はかかる数値の総和と必ずしも一致するとは限らない。 

  なお、米ドルの円貨換算は、原文には含まれておらず、監査報告その他本書面上の報告の対象

たる財務諸表を構成するものではない。
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SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシティ ETF 

(SPDR MSCI USA Gender Diversity ETF) 

 

年次受益者宛報告書 

2024 年 6 月 30 日 

  

 

SHE 

主要上場取引所：NYSEArca 

本年次受益者宛報告書には、2024 年 6 月 30 日に終了する年度の SPDR MSCI 米国ジェン

ダー・ダイバーシティ ETF (SPDR MSCI USA Gender Diversity ETF) (以下｢本ファンド｣とい

う。)に関する重要な情報が記載されている。本ファンドに関する追加情報(目論見書、

Statement of Additional Information、財務諸表及びその他の情報を含む。)は、

www.ssga.com/us/en/institutional/fund-finder?tab=documents&type=etfs で確認できる。本ファ

ンドに関するこの情報は、1-866-787-2257 に連絡することで請求することもできる。 

 

前年度の本ファンド費用 

本ファンド名称 投資額 10,000 ドルの費用 
投資額 10,000 ドルに対する支払費用

割合 

SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイ

バーシティ ETF 
$23 0.20% 

 

前年度における本ファンドのパフォーマンス及びパフォーマンスに対する影響要因 

報告期間にわたる市場環境は、インフレ、経済成長及びそれらのいずれかが金利決定に関

して連邦準備制度理事会やその他の中央銀行に及ぼす影響に関するニュースに大きく左右

されていた。このマクロ経済的観点と並んで、人工知能(AI)ブームが急成長するとの見通

しがあり、AI 関連の技術及び半導体企業の価値が押し上げられた。Meta Platforms、

NVIDIA Corporation 及び Amazon.com は過去最高のレベルで取引され、本ファンドのパ

フォーマンスに最も貢献した。セクターのリターンには大きなばらつきがあった。本イン

デックスはセクター中立指数として構成されており、このことは報告期間にわたり、本イ

ンデックスがより幅広い MSCI 米国指数のリターンに追いつくのに役立った。 

 

本ファンドのパフォーマンス 

本ファンドのベンチマークは、市場パフォーマンスの一般的な尺度として使用される運用

されていないインデックスである。計算は、配当及びキャピタルゲインを前提としてい

る。 

 

http://www.ssga.com/us/en/institutional/fund-finder?tab=documents&type=etfs
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投資額 10,000 ドルの価値の変化の比較 

(純資産価額ベース) 

 

 

 

 

 

平均年間トータル・リターン(%) 

名  称 1 年 5 年 
2016 年 3 月 7

日の開始以降 

SHE 25.14% 9.65% 10.93% 

S&P500 指数 24.56% 15.05% 14.87% 

MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシティ・セレクト指数 25.38% 9.86% 11.12% 

 

(1)2022 年 12 月 8 日付で、本ファンドのベンチマーク・インデックスは、SSGA ジェン

ダー・ダイバーシティ指数から MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシティ・セレクト指数に

変更された。本ファンドのパフォーマンスは、2022 年 12 月 8 日より前の期間においては異

なるベンチマーク・インデックスに連動させるという本ファンドの従前の投資戦略に基づ

いている。 

(2)MSCI USA ジェンダー・ダイバーシティ・セレクト・インデックスは、MSCI 米国ジェン

ダー・ダイバーシティ・セレクト指数と SSGA ジェンダー・ダイバーシティ指数両方の連

動パフォーマンスのリターンを反映している。インデックスのリターンは、ファンドの開

始から 2022 年 12 月 8 日までの SSGA ジェンダー・ダイバーシティ指数と、2022 年 12 月 8

日付で MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシティ・セレクト指数を反映している。 

本ファンドの過去のパフォーマンスは、必ずしも本ファンドの将来のパフォーマンスを示

すものではない。リターンは、受益者が本ファンドの分配金又は本ファンドの受益権の償

還若しくは売却に関して支払う租税の控除額は反映していない。更新されたパフォーマン

ス 情 報 は 、 1-866-787-2257 に 電 話 す る か www.ssga.com/us/en/institutional/fund-

finder?tab=documents&type=etfs のウェブサイトで入手できる。 

 

主要な本ファンド統計 
統計項目 価  額 

純資産合計 $244,862,441 

ポートフォリオの保有銘柄数 223 

ポートフォリオの回転率 46% 

支払投資顧問報酬合計 $439,079 

 

SHE S&P500 指

数 

MSCI 米国ジェンダー・ダイ

バーシティ・セレクト指数 

http://www.ssga.com/us/en/institutional/fund-finder?tab=documents&type=etfs
http://www.ssga.com/us/en/institutional/fund-finder?tab=documents&type=etfs
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本ファンドの投資先 
セクター上位 10 位  保有額上位 10 位 

セクター 
純資産合計に対す

る価額割合 

 
保有銘柄 

純資産合計に対

する価額割合 

情報技術 31.4%  NVIDIA Corp. 5.7% 

金融 12.3%  Apple, Inc. 4.8% 

ヘルスケア 11.8%  Amazon.com, Inc. 4.6% 

一般消費財 10.1%  Microsoft Corp. 4.6% 

通信サービス 9.4%  Meta Platforms, Inc. 4.0% 

資本財 8.6%  Alphabet, Inc. 3.3% 

生活必需品 5.7%  Accenture PLC, A 3.1% 

エネルギー 3.7%  Eli Lilly & Co. 2.9% 

素材 2.3%  Intuit, Inc. 2.9% 

不動産 2.2%  Cisco Systems, Inc. 2.6% 

 

TSR AR SHE 
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SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシティ ETF 

投資一覧 

2024 年 6 月 30 日 
銘  柄 口  数 価  額  銘  柄 口  数 価  額 

 

 

 

 

  

普通株式 — 99.8% 

航空宇宙・防衛 — 1.5% 

航空貨物・物流 — 0.3% 

旅客航空輸送業 — 0.0% (b) 

銀行 — 6.1% 

飲料 — 1.3% 

バイオテクノロジー — 0.4% 

複合小売り — 4.9% 

建設関連製品 — 0.8% 

資本市場 — 1.6% 

化学 — 1.6% 

商業サービス・用品 — 0.3% 

通信機器 — 2.6% 

建設・土木 — 0.1% 

消費者金融 — 0.9% 

生活必需品の流通及び小売 — 1.6% 

容器・包装 — 0.1% 

多角的通信事業会社 — 0.6% 

電気事業 — 1.1% 
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銘  柄 口  数 価  額  銘  柄 口  数 価  額 

 

  

電気設備 — 0.9% 

電子装置・機器・部品 — 0.5% 

エネルギー設備・サービス — 0.2% 

娯楽 — 1.3% 

金融サービス — 1.8% 

食品 — 0.6% 

地上運輸 — 0.8% 

ヘルスケア機器・用品 — 2.5% 

ヘルスケア・プロバイダー/ヘルス

ケア・サービス — 2.8% 

インタラクティブメディア･サービス — 7.4% 

保険 — 2.0% 

コングロマリット — 1.3% 

独立系/再生可能エネルギー発電事業者 — 0.1％ 

家庭用品 — 2.1% 

ホテル・レストラン・レジャー — 2.4% 

ホテル・リゾート REIT—0.1% 

ヘルスケア・テクノロジー — 0.1% 

ヘルスケア REIT — 0.3% 
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銘  柄 口  数 価  額  銘  柄 口  数 価  額 

 

 

 

 

  

ライフサイエンス・ツール&サービス — 0.0% (b) 

情報技術サービス — 3.1% 

機械 — 1.7% 

メディア — 0.1% 

金属・鉱業 — 0.6% 

総合公益事業 — 0.9% 

オフィス REIT — 0.0%(b) 

石油・ガス・消耗燃料 — 3.5% 

パーソナルケア製品 — 0.1% 

医薬品 — 6.0% 

専門サービス — 0.4% 

不動産管理・開発 — 0.1% 

住宅 REIT — 0.3% 

小売 REIT — 0.2% 

半導体・半導体製造装置 — 9.1% 

ソフトウェア — 11.4% 

特化 REIT — 1.2% 
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銘  柄 口  数 価  額  銘  柄 口  数 価  額 

 

 

2024 年 6 月 30 日現在、未決済の先物契約は以下のとおりである。 

 

銘  柄 契 約 数 満  期 想定元本 価  額 

未実現増価(減

価) 

E-mini S&P 500 株価指数(長期) 1 2024 年 9 月

20 日 

$274,615 $276,073 $1,458 

 

2024 年 6 月 30 日終了年度中、先物契約に関連する平均想定元本の額は、365,308 ドル

(55,271,100 円)であった。 

専門小売り — 2.5% 

テクノロジー・ハードウェア・記憶装置・周辺

機器 — 4.8% 

繊維・アパレル・贅沢品 — 0.3% 

商社・流通業 — 0.4% 

水道 — 0.1% 

普通株式合計 

短期投資 — 0.2% 

コスト 

コスト 

コスト 

短期投資合計 

投資合計 — 100.0% 

負債を超過するその他資産 —0.0%(b) 

純資産 — 100.0% 

(a) 無配証券 

(b) 純資産の 0.05％未満の額 

(c) 証券の現物の全て又は一部は 2024 年 6 月 30 日現在貸し

付けられている。 

(d) 本ファンドは、SSGA ファンズ・マネジメント・インク

が運用する特定のマネー・マーケット・ファンドに投

資した。2024 年 6 月 30 日に終了する年度中のこれらの

投資に関する金額は、以下の関係会社表に記載されて

いる。 

(e) 記載利率は 2024 年 6 月 30 日現在における 7 日間の年間

利回りである。 

(f) 本ファンドは、関係会社に投資した。2024 年 6 月 30 日

に終了する年度中のこれらの投資に関する金額は、以

下の関係会社表に記載されている。 

(g) 貸付証券の現金担保の投資 

REIT 不動産投資信託 
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以下の表は、2024 年 6 月 30 日現在の公正価値ヒエラルキーによる本ファンドの投資価額の

概要である。 

 

銘  柄 

レベル 1 —  

相場価格 

レベル 2 — 

その他の重要

な観察可能な

インプット 

レベル 3 — 

重要な観察不

能なインプッ

ト 合  計 

資  産：     

投  資：     

普通株式 $244,257,807 $— $— $244,257,807 

短期投資 596,312 — — 596,312 

投資合計 $244,854,119 $— $— $244,854,119 

その他の金融商品：     

先物契約 — 未実現増価 $1,458 $— $— $1,458 

その他の金融商品合計： $1,458 $— $— $1,458 

 

関係会社表 

 
 

保有口

数 

(2023 年

6 月 30

日現在) 

価額 

 

(2023 年 6

月 30 日現

在) 購入費用 

受益権売

却手取金 

実現利益

(損失) 

未実現増価/減

価の変動 

保有口

数 

(2024

年 6 月

30 日現

在) 

価額 

 

(2024 年

6 月 30

日現在) 受取配当 

State Street Institutional Liquid Reserves Fund, 

Premier Class 228,692 $228,738 $5,207,549 $4,932,252 $144 $20 504,048 $504,199 $21,123 

State Street Navigator Securities Lending 

Portfolio II — — 5,192,716 5,100,603 — — 92,113 92,113 1,205 

合  計  $228,738 $10,400,265 $10,032,855 $144 $20  $596,312 $22,328 
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SPDR シリーズ・トラスト  

貸借対照表 

2024 年 6 月 30 日  

 
 SPDR MSCI 米国

ジェンダー・ダイ

バーシティ ETF 

資  産  

関係を有していない発行体への投資(評価額)* $244,257,807 

関係を有する発行体への投資(評価額) 596,312 

投資合計 244,854,119 

ブローカー預け現金純額 10,308 

現金 28 

ブローカー未収金 — 先物契約の累積変動証拠金 1,460 

受益権売却債権 — 

未収配当 — 関係を有していない発行体 126,380 

未収配当 — 関係を有する発行体 1,799 

有価証券貸付未収収益 — 関係を有していない発行体 — 

有価証券貸付未収収益 — 関係を有する発行体 20 

資産合計 244,994,114 

負  債  

借入証券返還債務 92,113 

受益権買戻債務 — 

未払投資顧問報酬 39,554 

受託者の未払報酬及び費用 6 

負債合計 131,673 

純 資 産 $244,862,441 

純資産の内訳：  

払込資本 $277,201,264 

分配可能利益(損失)合計 (32,338,823) 

純 資 産  $244,862,441 

受益権 1 口当たり純資産価額  

受益権 1 口当たり純資産価額 $108.83 

発行済受益権(授権額の上限なし、額面価額 0.01 ドル) 2,250,000 

投資費用：  

関係を有していない発行体への投資 $190,535,640 

関係を有する発行体への投資 596,266 

投資費用総額 $191,131,906 

*貸付証券への投資額を含む(評価額) $89,128 
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SPDR シリーズ・トラスト 

損益計算書 

2024 年 6 月 30 日終了年度 

 
 SPDR MSCI 米

国ジェンダー・

ダイバーシティ
ETF 

投資利益  

受取利息 — 関係を有していない発行体 $932 

受取配当 — 関係を有していない発行体 3,484,356 

受取配当 — 関係を有する発行体 21,123 

関係を有していない発行体の有価証券貸付収益 2,398 

関係を有する発行体の有価証券貸付収益 1,205 

源泉徴収外国税 (1,175) 

投資利益(損失)合計 3,508,839 

費  用  

投資顧問報酬 439,079 

受託者の報酬及び費用 2,164 

雑費用 232 

費用合計 441,475 

純投資利益(損失) $3,067,364 

実現及び未実現利益(損失)  

純実現利益(損失)の内訳：  

投資 — 関係を有していない発行体 (1,418,966) 

投資 — 関係を有する発行体 144 

現物償還 — 関係を有していない発行体 16,468,915 

現物償還 — 関係を有する発行体 — 

外国通貨取引 (9) 

先物契約 79,969 

純実現利益(損失) 15,130,053 

未実現増価(減価)の純変動額の内訳：  

投資 — 関係を有していない発行体 32,256,676 

投資 — 関係を有する発行体 20 

先物契約 (5,488) 

未実現増価(減価)の純変動額 32,251,208 

純実現及び未実現利益(損失) 47,381,261 

運用による純資産の純増加(減少) $50,448,625 
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SPDR シリーズ・トラスト 

純資産変動計算書 

 
 SPDR MSCI 米国ジェン

ダー・ダイバーシティ ETF 

 2024 年 6 月

30 日終了年

度 

2023 年 6 月

30 日終了年度 

運用による純資産の増加(減少)：   

純投資利益(損失) $3,067,364 $3,241,069 

純実現利益(損失) 15,130,053 (38,704,819) 

未実現増価(減価)の純変動額 32,251,208 68,411,924 

運用による純資産の純増加(減少) 50,448,625 32,948,174 

純平準化貸記額及び借記額 (34,224) (52,066) 

受益者への分配金 (2,709,881) (3,314,352) 

受益権(持分)取引による内訳：   

受益権売却手取金 60,793,098 138,927,528 

償還受益権費用 (72,772,301) (162,323,316) 

純利益平準化 34,224 52,066 

受益権(持分)取引による純資産の純増加(減少) (11,944,979) (23,343,722) 

当期間中の純資産の純増加(減少) 35,759,541 6,238,034 

期首における純資産 209,102,900 202,864,866 

期末における純資産 $244,862,441 $209,102,900 

受益権(持分)口数：   

売却受益権数 650,000 1,700,000 

償還受益権数 (775,000) (2,000,000) 

受益権取引による純増加(減少) (125,000) (300,000) 
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SPDR シリーズ・トラスト 

財務ハイライト  

各期間中の 1 口当たりの発行済受益権に関する主要なデータ 

 
 SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシティ ETF 

 2024 年 6

月 30 日終

了年度 

2023 年 6

月 30 日終

了年度 

2022 年 6

月 30 日終

了年度 

2021 年 6

月 30 日終

了年度 

2020 年 6

月 30 日終

了年度 

期首純資産価額 $88.04 $75.84 $101.54 $71.03 $73.74 

投資活動による利益(損失)：      

純投資利益(損失) (a) 1.33 1.27 1.06 0.97 1.29 

実現及び未実現の純利益(損失) (b) 20.66 12.27 (25.75) 30.50 (2.51) 

投資活動による合計 21.99 13.54 (24.69) 31.47 (1.22) 

純平準化貸記額及び借記額(a) (0.01) (0.02) (0.00)(c) 0.06 (0.09) 

受益者への分配金原資の内訳：      

純投資利益 (1.19) (1.32) (1.01) (1.02) (1.40) 

期末純資産価額 $108.83 $88.04 $75.84 $101.54 $71.03 

トータル・リターン(d) 25.14% 18.02% (24.47)% 44.60% (1.71)% 

比率及び補足データ：      

期末純資産(単位：1,000) $244,862 $209,103 $202,865 $243,685 $120,743 

平均純資産に対する比率：      

費用合計 0.20% 0.21% 0.20% 0.20% 0.20% 

純投資利益(損失) 1.40% 1.57% 1.11% 1.10% 1.77% 

ポートフォリオの回転率(e) 46% 135% 43% 22% 69% 

(a) 受益権 1 口当たりの数字は発行済平均受益権数を用いて計算されており、当年度の受益権 1 口当た

りのデータをより適切に示している。 

(b) 1 口当たりの発行済受益権について本項目に示された額は、本ファンドの市場価格の変動に関連し

て、本ファンドの受益権の売却及び買戻しの時期により、当会計期間の有価証券の損益総額の変動

と一致していないことがある。 

(c) 受益権 1 口当たり 0.005 ドル(0.7565 円)未満の額 

(d) トータル・リターンは、各報告期間の初日に受益権が純資産価額で購入され、末日に純資産価額で

売却されたという前提で計算されている。この計算の目的上、分配金は、各分配金の各支払日に受

益権 1 口当たり純資産価額で再投資されることを前提としている。1 年に満たない期間のトータル・

リターンは、年率換算されていない。売買委託手数料はこの計算には含まれていない。 

(e) ポートフォリオの回転率には、現物による設定又は償還の手続きにおいて受領した又は引き渡した

有価証券は含まれていない。 
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SPDR シリーズ・トラスト 

財務諸表に対する注記 

2024 年 6 月 30 日 

 

1. 設  立 

 

SPDR シリーズ・トラスト(以下｢本トラスト｣という。)は、1940 年投資会社法(その後の改

正を含む。) (以下｢1940 年法｣という。)に基づき登録されたマサチューセッツ州のビジネ

ス・トラストであり、オープンエンド型の投資会社である。 

 

2024 年 6 月 30 日現在、本トラストは 84 のシリーズから構成されており、各シリーズが、

本トラストの別個のシリーズの受益権に相当する。本トラストの信託宣言において、本ト

ラストの受託者会(以下｢受託者会｣という。)は、額面価額 0.01 ドル(1.513 円)の受益権を無

制限に発行する権限を認められている。本書に記載されている財務諸表は、以下に記載の

シリーズ1(以下個別に又は集合的に｢本ファンド｣という。)に関するものである。 

 

SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシティ ETF 

SPDR ICE 優先証券 ETF 

 

本ファンドは、1940 年法上の分散型投資会社として分類される。 

 

本トラストの組織関連書類に基づき、本トラストの役員及び受託者は、本トラストに対す

る職務の遂行に起因する一定の責任について補償される。さらには、通常の業務過程にお

いて、本トラストは、一般的な補償条項を定めた契約をサービス提供者と締結する。こう

した取り決めに基づき本トラストが負う可能性のあるリスクの最大値は不明である。それ

は、本トラストに対してなされる可能性のある未発生の将来の請求を含むためである。 

 

2. 重要な会計方針の概要 

 

以下は、本トラストが財務諸表を作成するに当たって従った重要な会計方針の概要であ

る。 

 

米国で一般に認められた会計原則(以下｢U.S. GAAP｣という。)に従って財務諸表を作成する

には、経営陣は、財務諸表における計上額及び開示内容に影響する見積もり及び仮定を行

 
1 原文の NOTES TO FINANCIAL STATEMENTS には 19 のファンドが記載されているが、本ファンド以

外のファンド名は省略する。 
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わなければならない。実際の結果はこうした見積もりと相違することがありうる。本ファ

ンドは、U.S. GAAP で定める投資会社にあたり、投資会社に適用される会計及び報告に関

するガイダンスに従っている。 

 

証券の評価 

 

本ファンドの投資対象は、ニューヨーク証券取引所(以下｢NYSE｣という。)の各営業日の公

正価値、及び財務報告の目的においては報告日現在(報告期間の終了日が NYSE の休業日で

ある場合)の公正価値で評価される。公正価値とは、測定日時点の市場参加者間の秩序ある

取引においてファンドが資産の売却時に受け取るか又は負債の譲渡時に支払うであろう価

格と一般に定義される。その性質上、公正価値価格は現在の売却における評価の誠実な見

積もりであり、実際の市場価格を反映するとは限らない。本ファンドの投資対象は、監視

委員会(以下｢委員会｣という。)が策定し、受託者会が承認した方針及び手続きに従って評

価される。委員会は、本ファンドに係る投資の評価の監視を行う。受託者会は、投資の公

正価値の決定の監督について責任を負う。 

 

本ファンドの投資対象を評価するに当たって用いられる評価手法は、主要なカテゴリー別

に以下のとおりとなっている。 

 

• 認可証券取引所に上場されている、市場相場を容易に入手できる株式投資(優先株式、

及び上場投資信託である登録投資会社を含む。)は、その取引されている主たる市場又

は取引所における直近の売買価格又は公式終値(該当する場合)で評価される。認可取

引所で取引される株式投資で当該日において取引がなかった場合は、直近に公表され

た売却価格又は公正価値で評価される。 

 

• 権利とワラントは、評価日に独立した価格情報サービス又はブローカーから入手し

た、直近に報告された売却価格で評価される。価格情報サービス又はブローカーから

価格を入手できない場合は、受託者会が承認した評価の方針と手続きに従って、本源

的価値に基づいて評価する。 

 

• 取引所に上場されていない登録投資会社(マネー・マーケット・ファンドを含む。)又

はその他のユニット化された合同運用ビークルへの投資は、当日の公表された受益権

又はユニット 1 口当たりの純資産価額(以下｢NAV｣という。)で評価される。 

 

• 上場先物契約は、最も売買高が多い発行市場における最終清算価格で評価される。認

可取引所で取引される上場先物契約で当該日において取引がなかった場合は、独立し

た価格情報サービスやブローカーから入手した直近の報告売買価格又は公正価値で評
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価される。 

 

価格若しくは相場を容易に入手できないか、又はこれらの評価方法の適用により得られる

投資の価格がかかる投資の公正価値を表さないとみなされる場合には、受託者会が承認し

た評価方針及び手続きに従い、委員会が公正価値を誠実に決定する。 

 

公正価値に基づき価格を決定する場合、本ファンドの NAV の算出に用いた価格と本ファン

ドの該当するベンチマークが用いる価格が異なる可能性がある。本ファンドの投資対象の

価値を決定するにあたっては、様々なインプットが用いられる。 

 

本ファンドは、同一の資産又は負債に係る活発な市場における容易に入手可能な未調整の

公表価格(レベル 1測定)に最も高い優先順位を与え、市場価格が容易に入手可能でないか又

は信頼性がない場合における観察不能なインプット(レベル 3測定)に最も低い優先順位を与

えるという、評価手法に対するインプットに優先順位を付ける 3 つの大まかなレベルで構

成される公正価値ヒエラルキーを用いて、本ファンドの資産及び負債を公正価値で評価す

る。当該ヒエラルキーの中で決定された投資の価値の分類は、当該投資の価格決定の透明

性に基づいており、必ずしも本ファンドへの投資に関連するリスクを示すものではない。 

 

公正価値ヒエラルキーの 3 つのレベルは以下のとおりである。 

 

• レベル 1 ― 同一の資産又は負債に係る活発な市場における未調整の公表価格 

 

• レベル 2 ― レベル 1 に含められる公表価格以外の、当該資産又は負債に係る直接的又

は間接的に観察可能なインプット(活発な市場における類似の資産若しくは負債の公表

価格、活発とみなされない市場における同一若しくは類似の資産若しくは負債の公表

価格、公表価格以外の当該資産若しくは負債に係る観察可能なインプット(為替レー

ト、金融条件、金利、イールド・カーブ、ボラティリティ、繰上返済の速さ、損失の

規模、信用リスク、デフォルト率等)、又はその他の市場に裏付けられたインプットを

含む。) 

 

• レベル 3 ― 当該資産又は負債に係る観察不能なインプット(委員会が投資の公正価値

を決定する際に用いる前提事項を含む。) 

 

2024 年 6 月 30 日現在の公正価値ヒエラルキーにおける本ファンドの投資の価値は、本ファ

ンドの投資一覧に開示されている。 
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投資取引及び収益認識 

 

投資取引は、財務報告の目的上、取引日に会計処理される。投資の売却又は処分及び外国

為替取引による実現損益(もしあれば)は、個別原価法で算定される。 

 

配当収益とキャピタルゲインの分配(もしあれば)は、外国税源泉徴収(もしあれば)後の純額

で権利落ち日又は情報が入手可能になった時に認識される。株式の形で受け取る非現金配

当(もしあれば)は、公正価値で配当収益として計上される。本ファンドが受け取る分配に

は、経営陣が見積もる資本の返還が含まれている可能性がある。かかる額は、投資費用の

減少として計上されるか、又はキャピタルゲインとして再分類される。 

 

一部の本ファンドは不動産投資信託(以下｢REIT｣という。)に投資を行う。REIT は毎年その

分配の税務上の特性を決定し、その分配の一部を資本の返還又はキャピタルゲインとして

位置付けることができる。本ファンドの方針は、当初に全ての REIT の分配を配当収益と

して計上し、実際の情報がまだ報告されていない分配の一部の再指定に関する REIT 及び/

又は SSGA ファンズ･マネジメント･インク(以下｢アドバイザー｣又は｢SSGA FM｣という。)

の予測により提供された情報に基づき、分配の一部を期末の資本の返還又はキャピタルゲ

インの分配として再指定することである。 

 

費  用 

 

特定の費用(特定の本ファンドについて直接確認されるもの)は、本トラストの当該本ファ

ンドの負担となる。特定の本ファンドに帰属させることのできないその他の費用は、費用

の性質及び種類と本トラストの本ファンドの関連する純資産を斟酌した上で、公平と思わ

れる方法により配分される。 

 

外国通貨の換算 

 

本ファンドの会計記録は、米ドル建てで記帳される。外国通貨、並びに外国通貨建ての投

資有価証券とその他の資産及び負債は、期末の時点の為替レートを用いて、米ドルに換算

される。外国通貨建ての証券の売買、受取収益及び支払費用は、それぞれの取引日に、実

勢為替レートを用いて、米ドルに換算される。 

 

為替レートの変動が投資に与える影響は、投資証券に関する実現及び未実現の純損益に含

まれている。その他の外国通貨取引による実現及び未実現の損益については、個別に開示

される。 
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外 国 税 

 

本ファンドは、収益、株式配当、投資又は一定の外国通貨取引にかかる実現及び未実現

キャピタルゲインに対して外国税の賦課を受ける可能性がある(なお、かかる税の一部は返

還請求が可能な場合がある。)。外国税は、本ファンドが投資を行う外国の法域において適

用される外国の税制及び税率に関する、SSGA FM の理解に従って計上される。これらの外

国税(もしあれば)は、本ファンドが支払いを行い、本ファンドの損益計算書に反映される

(適用される場合)。2024 年 6 月 30 日時点の未払外国税又は繰延外国税(もしあれば)は、本

ファンドの貸借対照表に開示される。 

 

平 準 化 

 

本ファンドは｢平準化｣として知られる会計実務に従っており、これにより本ファンドの受

益権の売却手取金及び再取得費用の一部(取引日の分配可能な純投資利益の額と受益権 1 口

当たりベースで同額のもの)は、未分配の純投資利益に貸記又は借記される。そのため、受

益権 1 口当たりの未分配の純投資利益は、本ファンドの受益権の売却又は再取得による影

響を受けない。平準化に関連する額は、純資産変動計算書で確認することができる。 

 

分  配 

 

分配金が毎月支払われる SPDR ICE 優先証券 ETF を除いて、純投資利益(もしあれば)から

の分配金は、四半期ごとに宣言され、支払われる。純実現キャピタルゲイン(もしあれば)

は、年に 1 回分配される。配当については、本インデックスのトラッキングを改善するた

め、又は 1986 年内国歳入法典(その後の改正を含む。)(以下｢内国歳入法典｣という。)の分

配に関する要件を遵守するために、多数回にわたって、又は、いかなるときでもその宣言

及び支払いを行うことがある。分配される利益及びキャピタルゲインの金額及び性質は、

適用される税務規則に従って決定されるが、U.S. GAAP の目的で認識される純投資利益及

び実現利益とは異なる場合がある。 

 

3. デリバティブ金融商品 

 

先物契約 

 

特定の本ファンドは、本ファンドの目標の達成のために先物契約を締結することがある。

先物契約は、金融商品を決められた価格で将来の日付に売買するための標準化された、取

引所で取引される契約である。本ファンドは、先物契約を締結する際に、清算機関の最低

当初委託証拠金と等しい金額の現金又は証券をブローカーに委託することが義務付けられ
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ている。預託を受けた有価証券(もしあれば)は、投資一覧で指定されており、預託を受け

た現金(もしあれば)は、貸借対照表のブローカー預け現金純額に含まれている。本ファン

ドはその後、契約上の価額の日々の累積変動額、為替レート及び/又はその他の取引手数料

に等しい額を支払うか、受け取ることとなる。これらの支払いの累積額は、対応する未実

現の損益と相殺した上で、受取変動証拠金又は支払変動証拠金として計上される。本ファ

ンドは、契約が終了した時点で実現損益を認識する。 

 

契約期間中に市場金利や原商品価格の不利な変動により先物契約価格が下落した場合、又

は契約相手方が契約上の義務を履行しなかった場合、損失が発生することがある。先物契

約の利用においては、先物契約価格の変動が当該契約の原資産の変動と相関しないという

リスクもある。 

 

2024 年 6 月 30 日終了年度において、現金の株式化、トラッキングミスの減少及び日々の流

動性の確保を目的に、SPDR MSCI米国ジェンダー・ダイバーシティ ETFにおいて先物契約

を締結した。 

 

以下の表は、2024 年 6 月 30 日時点での本ファンドのデリバティブ商品の金額、添付の貸借

対照表及び損益計算書の関連する箇所の概要であり、主に該当するリスク・エクスポー

ジャーにより表示されている。 

 
 資産デリバティブ 

 

金利リスク 

外国為替

リスク 

信用リス

ク 

株式リス

ク 

商品リス

ク 合  計 

SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシ

ティ ETF 

      

先物契約 $— $— $— $1,460 $— $1,460 

 
 純実現利益(損失) 

 

金利リスク 

外国為替

リスク 

信用リス

ク 

株式リス

ク 

商品リス

ク 合  計 

SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシ

ティ ETF 

      

先物契約 $— $— $— $79,969 $— $79,969 

 
 未実現増価/減価の純変動額 

 

金利リスク 

外国為替

リスク 

信用リス

ク 

株式リス

ク 

商品リス

ク 合  計 

SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシ

ティ ETF 

      

先物契約 $— $— $— $(5,488) $— $(5,488) 
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4. 関係会社への報酬及び関係会社との取引 

 

投資顧問報酬 

 

本トラストは、本ファンドのために、SSGA FM と投資顧問契約を締結している。アドバイ

ザーによる本ファンドへの投資助言サービス、ファシリティの提供及びアドバイザーが負

担する費用に対して、本ファンドは、日々発生する月々の報酬(以下｢運用報酬/投資顧問報

酬｣という。)を、以下の表に示される本ファンドの日々の平均純資産に対する割合に基づ

いて、アドバイザーに支払う。 

 
 年間割合 

SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシティ ETF 0.20% 

SPDR ICE 優先証券 ETF 0.45 

 

アドバイザーは随時、運用報酬の全部又は一部を放棄することができる。アドバイザー

は、2024 年 10 月 31 日まで、本ファンドの運用報酬の一部を放棄し、取得したファンドの

報酬及び費用があればこれに相当する額の費用(キャッシュ・マネジメントのための取得し

た資金があればその保有額を除く。)を償還することに契約上合意した。契約上の報酬の放

棄及び/又は償還は、アドバイザーが過去に放棄した報酬をアドバイザーが取り戻すことは

規定していない。アドバイザーは、各放棄及び/又は償還を毎年継続することができるが、

アドバイザーがそれを継続するという保証はなく、2024 年 10 月 31 日より後は、各放棄及

び/又は償還がいかなるときにでも中止又は修正されることがある。当該放棄及び/又は償

還は、受託者会の同意がなければ、2024 年 10 月 31 日より前に終了することはできない。 

 

アドバイザーは、本ファンドの全ての費用を支払うが、運用報酬、売買委託手数料、租

税、利息、1940 年法において定義された本トラストの｢利害関係者｣ではない本トラストの

受託者(以下｢独立受託者｣という。)の報酬及び費用(受託者の法律顧問の報酬を含む。)、取

得したファンドの報酬及び費用、訴訟費用、並びにその他の特別費用は支払わない。 

 

アドミニストレーター、カストディアン、サブアドミニストレーター及び名義書換代理人

の報酬 

 

SSGA FM がアドミニストレーターに就任し、アドバイザーの関係会社であるステート・ス

トリート・バンク・アンド・トラスト・カンパニー(State Street Bank and Trust Company) (以

下｢ステート・ストリート｣という。)がカストディアン、サブアドミニストレーター及び名

義書換代理人に就任している。ステート・ストリートは、カストディアン、サブアドミニ

ストレーター及び名義書換代理人としてのサービスに対する報酬をアドバイザーから受け

取る。 
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販売会社 

 

アドバイザーの関係会社であるステート・ストリート・グローバル・アドバイザーズ・

ファンズ・ディストリビューターズ・エルエルシー (State Street Global Advisors Funds 

Distributors, LLC) (以下｢SSGA FD｣又は｢販売会社｣という。)は、本トラストの販売会社を務

めている。 

 

関係会社とのその他の取引―証券貸付 

 

ステート・ストリートは本ファンドの関係会社であり、2017 年 1 月 6 日付の変更及び書換

済み証券貸付授権契約(その後の変更を含む。)に基づき、本ファンドの証券貸付代理人も

務めている。 

 

ステート・ストリートが現金担保又は(借入人に支払われる割戻しの控除後の)手数料収入

の投資により回収した純手取金は、次のとおり支払われる。暦年初来の純手取金が SPDR 

ETF 全てに関して特定の最低基準を下回る場合には、本ファンドは、純手取金の 85%を保

持し、かかる純手取金の 15%がステート・ストリートに支払われる。暦年初来の純手取金

が特定の最低基準を上回る日後の営業日から、本ファンドは、純手取金の 90%を保持し、

かかる純手取金の 10%がステート・ストリートに支払われる。 

 

さらに、貸付活動による現金担保は、SSGA FM が投資顧問を務める、関係を有するファン

ドであるステート・ストリート・ナビゲーター・セキュリティーズ・レンディング・ポー

トフォリオ II(State Street Navigator Securities Lending Portfolio II)に投資される。証券貸付に

関する追加の情報については注記 9 を参照。 

 

関係会社とのその他の取引 

 

本ファンドは、関係会社に投資することがあり、これには、ステート・ストリート・コー

ポレーション(State Street Corporation)、関係ファンド、又は、本ファンドが当該法人の議決

権付証券若しくは発行済株式の5%超を所有している結果として関係会社とみなされる法人

により発行された証券が含まれる。2024 年 6 月 30日に終了する年度中のこれらの取引に関

連する金額は、本ファンドの投資一覧で開示されている。 

 

カストディアンに対する債務 

 

特定の状況では、費用の支払い、資本取引、証券の取引、投資活動又はデリバティブ取引



SHE 

 

- 23 - 

のために、本ファンドがカストディアンとの間で当座借越しを有することがある。カスト

ディアンに対する債務(もしあれば)の金額は、本ファンドの関係会社であるカストディア

ンとしてのステート・ストリートの当座借越金に反映する。 

 

5. 受託者の報酬 

 

独立受託者の報酬及び費用は、本ファンドにより直接支払われる。独立受託者は、会議へ

の出席及び業界のセミナーに関連する出張及びその他の現金支払費用の補償を受ける。 

 

6. 投資取引 

 

2024 年 6 月 30 日に終了する年度について、投資の購入額及び売却額(現物による取引及び

短期投資を除く。)は以下のとおりであった。 

 
 購 入 額 売 却 額 

SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシティ ETF $103,472,636 $101,351,450 

SPDR ICE 優先証券 ETF 168,215,303 170,817,584 

 

2024 年 6 月 30 日に終了する年度について、本ファンドの現物による設定、償還及び純実現

利益/損失額は以下のとおりである。 

 
 現物による設

定 

現物による償

還 

現物による純

実現利益/(損失) 

SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシティ ETF $60,791,213 $74,645,017 $16,468,915 

SPDR ICE 優先証券 ETF 73,299,591 144,143,591 (6,244,972) 

 

7. 受益者の取引 

 

本ファンドは、所定の数の受益権の総数又はその倍数(以下｢クリエイション・ユニット｣と

いう。)の単位でのみ、NAV で本ファンドごとに受益権を発行し、償還する。本ファンド

の受益権は、クリエイション・ユニットにまとめられている場合を除いて、償還されな

い。本ファンドの資本受益権の取引は、純資産変動計算書で詳細に開示されている。 

 

本ファンドのクリエイション・ユニットの購入対価は、指定された証券ポートフォリオの

現物預託及び指定された金額の現金によって構成することができる。クリエイション・ユ

ニットを購入し、その償還を受ける投資家は、購入取引料金と償還取引料金を直接本トラ

スト及び/又はカストディアンに支払うことにより、クリエイション・ユニットの発行及び

償還に関連する譲渡及びその他の取引費用を相殺することができ、現金を対価とするクリ

エイション・ユニットもその対象に含まれる。特定の取引には、追加的な変動料金が課さ

れることがある。当該変動料金(もしあれば)は、純資産変動計算書の｢その他の元本｣に含
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まれる。 

 

8. 所得税の情報 

 

本ファンドは、内国歳入法典サブチャプターM における｢規制対象投資会社｣としての要件

を満たしており、今後も要件を満たす意向である。本ファンドは、各会計年度について課

税所得(純実現キャピタルゲインを含む。)を分配する限り、連邦所得税の対象とはならな

い。したがって、連邦所得税引当金を計上する必要はない。 

 

本ファンドは、連邦並びに様々な州及び地方自治体の所要の税務申告書を提出する。現在

検査の対象となっている所得税申告書はない。一般的に、連邦の申告書は、提出日から 3

年間は内国歳入庁による検査の対象になる一方、州の申告書は、法域によってはさらに 1

年間未確定のままとなることがある。SSGA FM は、未確定の全ての年について、税務申告

書でとられた本ファンドの税務ポジションを分析しており、税金負債の認識を必要とする

不確実な税務ポジションはないと考えている。 

 

受益者への分配は、権利落ち日に記録される。利益の配当及び売買差益の分配は、所得税

に関するルール及び規則に従って決定されているが、そうした所得税に関するルール及び

規則は一般に認められる会計原則とは異なる場合がある。 

 

財務諸表の中の特定の資本勘定は、会計利益と課税所得との間の恒久差異に関して調整さ

れている。これらの調整は、NAV 又は運営成績に影響を及ぼさない。会計利益と課税所得

との間の一時差異は、将来反転する。これらの会計利益と課税所得との間の差異は、主

に、分配の性質、現物取引、外国通貨の損益、消極的外国投資会社、パートナーシップ、

コーポレートアクション、先渡し契約の時価評価、先物契約の時価評価、資本の返還ベー

スの調整、ウォッシュ・セールの損失繰延及び当期利益を超える分配金についての処理が

異なることによるものである。 

 

2024 年 6 月 30 日に終了する年度に支払われた分配金の税務上の性質は、以下のとおりであ

る。 

 
 

通常所得 

長期キャピタ

ルゲイン 合  計 

SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシティ ETF $2,709,881 $— $2,709,881 

SPDR ICE 優先証券 ETF 53,253,000 — 53,253,000 

 

2023 年 6 月 30 日に終了する年度に支払われた分配金の税務上の性質は、以下のとおりであ

る。  
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通常所得 

長期キャピタ

ルゲイン 合  計 

SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシティ ETF $3,314,352 $— $3,314,352 

SPDR ICE 優先証券 ETF 62,968,434 — 62,968,434 

 

2024 年 6 月 30 日現在、課税基準による分配可能利益の構成要素は以下のとおりである。 

 
 

未分配通常所

得 

キャピタルロ

ス繰越金 

未分配長期

キャピタルゲ

イン 

未実現の純利

益(損失) 合  計 

SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイ

バーシティ ETF 

$404,782 $(86,451,823) $— $53,708,218 $(32,338,823) 

SPDR ICE 優先証券 ETF — (195,485,905) — (118,400,396) (313,886,301) 

 

2024 年 6 月 30 日現在、将来の実現キャピタルゲインを相殺するために用いることができる

以下の本ファンドのキャピタルロス繰越金は以下のとおりである。 

 
 未失効—短期 未失効—長期 

SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシティ ETF $34,689,633 $51,762,190 

SPDR ICE 優先証券 ETF 58,259,384 137,226,521 

 

2024 年 6 月 30 日現在、連邦所得税の目的上の費用に基づく投資の未実現の増価及び減価の

総額は以下のとおりであった。 

 
 

税金費用 

未実現増価総

額 

未実現減価総

額 

純未実現増価

(減価) 

SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシティ ETF $191,147,359 $59,201,773 $5,493,555 $53,708,218 

SPDR ICE 優先証券 ETF 966,267,331 4,539,512 122,939,908 (118,400,396) 

 

9. 証券の貸付 

 

本ファンドは、適格なブローカー・ディーラー又は機関投資家に対して証券を貸し付ける

ことができる。貸付については、貸し付けた証券の相場以上の額に、経過利息及び配当

(日々判断され、適宜調整される。)を加えた額に相当する、現金、現金等価物又は米国政

府債により常に担保される。貸し付けた証券に関する担保の額は、証券価格の市場の変動

により、一時的に証券価格を上回ることも、下回ることもある。各貸付に関して、ある米

国の営業日において、証券担保の市場価格総額に現金担保を加えた額が、貸付の対象とな

る証券の市場価格総額を下回った場合には、借入人は、翌営業日に追加担保の提供を通知

される。 

 

本ファンドは、一定の受益権を行使するために、貸し付けた証券の登録上の所有権を回復

するが、借入人が財務破綻した場合には、貸し付けた証券の回収が遅れるリスクを負い、

当該証券に対する権利を失う可能性すらある。さらに、本ファンドは、投資することのあ

る現金担保を失うリスクを負う。本ファンドは、担保として保有する現金、現金等価物又
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は米国政府債について生じた利息又は配当から、借入人に支払った手数料割り戻しと貸付

代理人のステート・ストリートに支払った手数料が控除された後に、証券貸付の報酬を受

領する。さらに、本ファンドは、貸し付けた証券の市場価格の割合に相当する現金以外の

担保について、借入人から手数料を受け取る。 

 

2024 年 6 月 30 日現在における貸し付けた証券の市場価格及び投資した現金担保の額は、本

ファンドの貸借対照表で開示されている。現金以外の担保は、本ファンドに代わり貸付代

理人により保有されているため、本ファンドの貸借対照表で開示されていない。本ファン

ドはこうした証券を二重担保とすることはできない。証券貸付収入(本ファンドの損益計算

書で開示)は、現金以外の担保及び現金担保の投資から得た収入から、借入人に支払った手

数料割り戻しと貸付代理人のステート・ストリートに支払った手数料を控除した後の額に

相当する。 

 

以下の表は、本ファンドの証券貸借取引契約並びに 2024 年 6 月 30 日時点で受領した関連

する現金担保及び現金以外の担保の概要である。 

 

ファンド 

貸付証券の市

場価値 

受領した現金

担保 

受領した現金

以外の担保* 

受領した担保

合計 

SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシティ ETF $89,128 $92,113 $— $92,113 

SPDR ICE 優先証券 ETF 54,516,104 41,876,737 14,522,759 56,399,496 

 

* 現金以外の担保は、米国財務省証券及び米国政府機関証券を含む。 

 

以下の表は、2024 年 6 月 30 日現在の有担保借入金として計上された取引の内訳、差し入れ

た担保又は貸付証券の種類別の総債務額及びこれらの取引の満期までの残存期間を反映し

ている。 

 
  2024 年 6 月 30 日現在の契約満期までの残存期間 

ファンド 証券貸付取引 

オーバーナイ

ト及び継続 30 日未満 30-90 日 90 日超 借入金合計 

証券貸付取引に係る認

識された負債の総額 

SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバー

シティ ETF 

普通株式 $92,113 $— $— $— $92,113 $92,113 

SPDR ICE 優先証券 ETF 優先株式 41,876,737 — — — 41,876,737 41,876,737 

 

10. リ ス ク 

 

集中リスク 

 

本ファンドは、同一の国、州、地域、通貨又は経済セクターに属する発行体の債務に本

ファンドの資産の大部分を投資することができるため、経済上、事業上又は政治上の不利

な展開が、本ファンドがより幅広く分散投資した場合よりも大きな影響を本ファンドの投

資の価値に及ぼすことがある。 
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外国市場及び新興市場のリスク 

 

外国市場への投資には、米国内での投資に通常は伴わないリスクと考慮事項が伴う。外国

の証券は、不確定な投資先の国における、政府の規制の不安定性や、経済的、政治的及び

社会的な不安定性に起因する損失のリスクにさらされることがある。外国の市場の流動性

は、米国内の投資よりも低い場合があり、通貨変動のリスクにさらされることもある。不

確定な投資先である新興市場への発行体の証券に投資する限り、これらのリスクがさらに

大きくなる可能性がある。 

 

信用リスク 

 

本ファンドは、発行体若しくは保証人が債務を履行しなかった場合、又は、本ファンドの

未決済か未履行の取引の相手方である機関若しくは法人のデフォルトが発生した場合に

は、信用リスクにもさらされることがある。 

 

市場リスク 

 

本ファンドの投資は、一般的な経済状況の変化並びに一般的な市場の変動及び証券市場へ

の投資固有のリスクにさらされている。様々な要因(経済成長又は景気後退、利率の変更、

実際の若しくは認識された発行体の信用度の変更、及び一般的な市場の流動性を含むが、

これらに限られない。)により、投資市場が不安定になる可能性があり、投資価格が大きく

変わる可能性がある。本ファンドは、地政学的な事象が証券市場を混乱させ、世界の経済

及び市場に悪影響を与えるリスクにさらされている。戦争、テロ行為、新型コロナウイル

ス感染症などの感染症の拡大若しくはその他の公衆衛生の問題などの地方、地域又は世界

的な事象、又はその他の事象は、本ファンド及びその投資に大きな影響を与える可能性が

ある。 

 

ロシア制裁リスク 

 

ロシア、ロシアの事業体又はロシアの個人に対して多くの法域(米国、欧州連合及び英国を

含む。)が課すことの検討を示している又は課している制裁及び取られている又は将来取ら

れ得るその他の政府間措置は、ロシアの通貨の価値低下、当該国の信用格下げ、ロシアの

資産の即時凍結、ロシアの証券、財産若しくは利益の価値及び流動性の下落並びに/又はロ

シアの経済若しくは本ファンドに対するその他の不利な結果を生じさせ得る。特定の時点

で実施されている制裁の範囲及び規模は、本ファンドにマイナスの影響が及ぶ方法で拡大

又はその他の変更がされ得る。制裁又は新たな若しくは変更された制裁のおそれは、本

ファンドが一定の影響を受ける証券又はその他の投資対象を購入、売却、保有、受領、交
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付又はその他の方法で取引する能力を損なう可能性がある。また、制裁により、ロシア

は、これに対して対抗措置又はその他の措置を講じる可能性もあり、これにより、ロシア

の証券の価値及び流動性はさらに損なわれ得る。これらの制裁及びその結果生じるロシア

経済の混乱は、その他の地域及び世界の市場においてボラティリティを引き起こす可能性

があり、様々なセクター及び業界並びにその他の国の会社のパフォーマンスにマイナスの

影響を与える可能性があり、本ファンドがロシアの発行体の証券に対して直接的なエクス

ポージャーを有していない場合であっても本ファンドのパフォーマンスにマイナスの影響

を及ぼし得る。制裁を課すこと、ロシア政府の対抗措置及びそれらがロシアの証券に関す

る取引市場に及ぼしている影響の集合的な結果として、一定の本ファンドは、一定のロシ

アの証券を評価するために本ファンドの受託者会が承認した公正評価手続を用いており、

これを将来用いる可能性があり、これにより当該証券の価値はゼロとみなされることとな

る可能性がある。制裁及び関連措置の結果として特定の本ファンド保有資産の流動性が低

下すると、本ファンドの NAV に対するプレミアム又はディスカウントが増加し、及び/又

はビッド・アスク・スプレッドが拡大する可能性がある。さらに、本ファンドが制裁の対

象となる若しくは制裁の影響を受ける証券を保有することが不可能若しくは違法になった

場合、又は本ファンドの投資顧問が適切と判断した場合、本ファンドは、クリエイション

取引に関連して影響を受ける証券の現物預託を禁止し、代わりに現金預託を要求すること

ができ、これにより本ファンドの取引費用も増加する可能性がある。 

 

11. [中略] 

 

12. 後発事象 

 

経営陣は、財務諸表が発行された日までの全ての後発事象が本ファンドに及ぼす影響を評

価し、財務諸表における調整又は開示を要求するような後発事象はなかったと判断した。 
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SPDR シリーズ・トラスト 

独立した登録公認会計士事務所の報告書 

 

[中略]2SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシティ ETF 及び SPDR ICE 優先証券 ETF の

受益者及び SPDR®シリーズ・トラスト受託者会 御中 

 

財務諸表に関する意見 

 

当職らは、[中略]3SPDR MSCI 米国ジェンダー・ダイバーシティ ETF 及び SPDR ICE 優先証

券 ETF(以下｢本ファンド｣と総称する。) (SPDR®シリーズ・トラスト(以下｢本トラスト｣と

いう。)を構成する 19 のファンド)の添付の 2024 年 6 月 30 日付貸借対照表(投資一覧を含

む。)、同日をもって終了した年度の関連する損益計算書、同日をもって終了した 2 年度そ

れぞれの純資産変動計算書、並びに同日をもって終了した 5 年度それぞれの財務ハイライ

ト及び関連する注記(以下｢財務諸表｣と総称する。)について監査を行った。当職らは、財

務諸表が、全ての重要な点において、2024 年 6 月 30 日時点の本ファンドの財務ポジション

(SPDR®シリーズ・トラストを構成する 19 のファンド)、同日をもって終了した年度の業

績、同日をもって終了した 2 年度それぞれの純資産の変動及び同日をもって終了した 5 年

度それぞれの財務ハイライトを、米国で一般に認められた会計原則に従って、公正に表示

していると考えている。 

 

意見の根拠 

 

これらの財務諸表については、本トラストの経営陣が責任を負う。当職らの責任は、本

ファンドの財務諸表について、当職らによる監査に基づいて意見を表明することである。

当職らは、公開会社会計監視委員会(米国) (以下｢PCAOB｣という。)に登録する公認会計士

事務所であり、米国連邦証券法並びに適用される証券取引委員会及び PCAOB の規則及び

規制に従い、本トラストに関して独立していることが求められている。 

 

当職らは、PCAOBの基準に従って監査を行った。この基準により、当職らは、財務諸表に

おける重要な不実表示(誤謬又は不正のいずれに起因するかを問わない。)の有無に関して

合理的な確信を得るために監査を計画し、実施することを求められている。本トラスト

は、本トラストの財務報告に関する内部統制の監査を受けることを要求されておらず、ま

た、当職らは、本トラストの財務報告に関する内部統制の監査は委任されなかった。当職

らは、監査の一環として、財務報告に対する内部統制の把握を求められるが、本トラスト

 
2 本ファンド以外のファンド名は省略する。 

3 本ファンド以外のファンド名は省略する。 
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の財務報告に関する内部統制の有効性について意見表明するためのものではない。した

がって、当職らはそのような意見は一切表明しない。 

 

当職らによる監査には、誤謬又は不正のいずれに起因するかにかかわらず、財務諸表に重

要な不実表示が存在するリスクの評価手続きの実施、及びそうしたリスクへの対応手続き

の実施が含まれている。かかる手続きには、財務諸表中の金額及び開示内容に関する証拠

の検証(試査ベース)が含まれる。当職らの手続きには、2024 年 6 月 30 日現在所有する証券

に関して、カストディアン、ブローカー及びその他の者に連絡することにより、かかる証

券を確認することが含まれる。ブローカー及びその他の者の回答がなかったときは、当職

らはその他の監査手続きを実施した。当職らの監査にはまた、使用した会計原則及び経営

陣による重要な見積もりの評価、並びに財務諸表の表示全体の評価も含まれる。当職ら

は、こうした監査が当職らの意見の合理的な根拠となると考えている。 

 

 

 

当職らは、2000 年以降、1 社以上のステート・ストリート・グローバル・アドバイザーズ

(State Street Global Advisors)の投資会社の監査人を務めている。 

 

マサチューセッツ州ボストン 

2024 年 8 月 27 日 
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SPDR シリーズ・トラスト 

その他の情報 

2024 年 6 月 30 日(未監査) 

 

租税に関する情報 

 

連邦所得税の目的上、以下の情報が、2024 年 6 月 30 日に終了する会計年度の本トラストの

分配金に関して提供される。 

 

受取配当控除 

 

本ファンドは、受取会社配当控除の対象として、容認される純課税所得の最大額を報告し

ている。 

 

適格事業所得控除 

 

本ファンドは、199A 条に基づく適格事業所得控除の対象として、容認される適格 REIT 分

配金の最大額を報告している。 

 

適格受取配当 

 

2024 年 6 月 30 日に終了する会計年度に本ファンドが分配する分配金の一部は、適格受取配

当とみなされ、軽減税率の対象である。本ファンドは、2003 年雇用・成長減税調整法に規

定される適格受取配当として、容認される純課税所得の最大額を報告している。 
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SPDR シリーズ・トラスト 

投資顧問契約の承認根拠に関するステートメント 

2024 年 6 月 30 日(未監査) 

 

投資顧問契約の承認 

 

2024 年 5 月 15 日から 16 日に開催された会議において、本トラストの受託者会(以下｢受託

者会｣という。)は、SST の株式シリーズ(以下｢SPDR ETFs｣と総称する。)に関して、SPDR

シリーズ・トラスト(以下｢本トラスト｣又は｢SST｣という。)と SSGA ファンズ･マネジメン

ト･インク(以下｢アドバイザー｣又は｢SSGA FM｣という。)の間で締結した投資顧問契約(以

下｢投資顧問契約｣又は｢本件契約｣という。)をさらに 1 年間承認する提案を検討した。1940

年投資会社法(その後の改正を含む。)において定義された本トラストの｢利害関係者｣では

ない受託者(以下｢独立受託者｣という。)はまた、本件契約を検討するために別途会議を

行った。独立受託者はその過程全体にわたり各自の独立した法律顧問から助言を受けた。 

 

投資顧問契約を評価するために、受託者会は、受託者会が、顧問の助言を受け、合理的に

必要とみなした資料を要求し、本トラストの顧問及びアドミニストレーターを務める

SSGA FM 及び本トラストのサブアドミニストレーター、名義書換代理人及びカストディア

ンを務めるステート・ストリート･バンク･アンド･トラスト･カンパニー(State Street Bank 

and Trust Company) (以下｢ステート･ストリート｣という。)はかかる資料を提供した。投資顧

問契約の承認の是非の決定において、受託者会は、本件契約に基づき SPDR ETFs に関して

アドバイザーが提供したサービスの性質、範囲及び質、提供されたサービス及び類似ファ

ンドに課される手数料に関連したそれらのサービスの費用案、SPDR ETFs との関係により

アドバイザーが手に入れるその他の便益、並びに SPDR ETFs の成長に伴い共有される見込

みの規模の経済の範囲を含む、様々な要素を検討した。 

 

サービスの性質、範囲及び質 

 

受託者会は、アドバイザーが提供したサービスの性質、範囲及び質を検討した。その際、

受託者は、本トラストの運用を監督する際の過去の経験と、会議の前にまた会議において

提供された資料に依拠した。受託者会は、投資顧問契約、及びアドバイザーが各 SPDR 

ETFs の投資目標と投資方針、適用ある法律上及び規制上の要件に従って各 SPDR ETFs の

投資業務の運用を行うに際しての責任について検討した。受託者会は、上場投資信託とし

ての SPDR ETFs の性質、アドバイザーの上場投資信託を管理する経験及び専門知識につい

て評価した。 

 

受託者会は、アドバイザーの経営幹部(SPDR ETFs のポートフォリオ管理、サブアドバイ
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ザーの監督及び法令遵守を担当する個人を含む。)の経歴と経験について検討した。受託者

会はまた、アドバイザーのポートフォリオ運用資源、構造及び実務(各 SPDR ETFs の投資

目標と投資方針並びに適用法令の遵守の監視と確保に関連するものを含む。)についても検

討した。受託者会はさらに、アドバイザーの最良執行手続き及び投資運用業務全般に関す

る情報についても検討し、アドバイザーが広範にわたる種類の資産について幅広い顧客に

サービスを提供していることに注目した。受託者会は、アドバイザーの投資運用業務に関

する一般知識と、ステート・ストリート・グローバル・アドバイザーズを構成する関係会

社(アドバイザーの全ての幹部は、ステート・ストリート・グローバル・アドバイザーズを

通じて関係会社の幹部を兼務している。)の一般知識を調査した。受託者会は、アドバイ

ザー及びその関係会社が、インデックス商品全般、特に上場投資信託について、世界最大

の投資運用会社のうちの一つであることを考慮した。受託者会は特に、インデックスに基

づく投資目標を有する株式上場投資信託の運用に関するアドバイザーの経験も考慮した。 

 

投資パフォーマンス 

 

次に、受託者会は SPDR ETFs のパフォーマンスを検討し、投資パフォーマンス(絶対値)の

分析は、アクティブ運用されるファンドについてより複雑であることに注目した。受託者

会は、各インデックスに基づく SPDR ETF がパッシブ運用される指数ファンドとしての目

標を達成した範囲を重視し、当該 SPDR ETF の指数連動に関する情報を確認した。当該連

動が経営陣の期待と一致しない範囲で、受託者は、連動のプラス又はマイナスの違いに対

処するために講じられた措置に関する追加情報を求めた。 

 

アドバイザーが実現した利益 

 

受託者会は、SPDR ETFs の顧問形態について、アドバイザー及びその関連会社にとっての

利益性を(これらの事業体にとっての各 SPDR ETFの過去の利益性に関するデータを含めて)

検討した。独立受託者を含む受託者会は、自身の独立した法律顧問とともに、アドバイ

ザー及びステート・ストリート・グローバル・アドバイザーズの代表者らと、利益性計算

の基準となる費用を計算する際に用いた手法について協議する機会を持った。 

 

類似ファンドに対して請求した報酬額 

 

受託者会は、類似するファンド(すなわち、SST の各シリーズについて類似の株式指数に連

動する上場投資信託)が支払った手数料に関する比較可能な情報の検討を通じて、各 SPDR 

ETFs の均一手数料を評価した。受託者会は、ブロードリッジ・ファイナンシャル・ソ

リューションズ・インク(Broadridge Financial Solutions, Inc.)(ブロードリッジ)から独自に入

手したデータ及び類似する上場投資信託に関する比較可能な情報に基づいて、各 SPDR 
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ETF について類似する上場投資信託の母集団を検討した。受託者会は、当該検討を行うに

際して、データについてファンドごとの分析を利用した。受託者会が適切と考える特定の

場合には、受託者会は、SPDR ETF の手数料と類似のファンドが支払う手数料との間の差

異に関する理由を経営陣と調査した。 

 

その他の便益 

 

受託者会は、アドバイザー又はその関係会社がそれ以外の方法により本トラストとの関係

から便益を得られるか否かについても検討し、アドバイザーは、本トラストの委託取引に

関係してソフトダラー取り決めを維持していないことに注目した。 

 

規模の経済 

 

受託者会は、各 SPDR ETF の資産規模の成長に伴い生じうる規模の経済又はその他の効率

性に関する情報を精査した。受託者会は、各 SPDR ETF の投資顧問報酬率が SPDR ETF の

資産の増加に伴うブレークポイントを定めていないことに注目した。しかしながら受託者

会はさらに、比較的低い投資顧問報酬を設定し、報酬を低くすることの便益を運用開始時

から SPDR ETFs と効果的に共有することにより、SPDR ETFs について(幾つかの要素の中

でも)将来における規模の経済が斟酌されているというアドバイザーの主張に注目した。ア

ドバイザーはまた、均一手数料の一つの利点は、変動しない費用構造を提供することにあ

り、ブレークポイントの追加によってこれが失われたり希釈化されたりする可能性がある

と主張した。受託者会は、SPDR ETFs の規模の成長に伴う手数料の監視を続け、費用のブ

レークポイントを保証できるか否かを評価するつもりであることに着目した。 

 

結  論 

 

前記の要素について比較検討した結果、かかる要素のいずれも、それ自体が決め手となる

ものではなく、受託者ごとに評価の度合いが異なっていた可能性もあったが、受託者会

は、個別に議決権を行使する独立受託者を含め、各 SPDR ETF に関する投資顧問契約の継

続を承認した。各投資顧問契約の継続の承認にあたり、受託者会は、個別に議決権を行使

する独立受託者を含め、各投資顧問契約の条件が公正かつ合理的であり、また、投資顧問

契約の継続は該当する SPDR ETF 及びその受益者にとって最大の利益になると判断した。

かかる要素に関する受託者会の結論は以下のとおりであった。 

 

(a) SPDR ETFs についてアドバイザーが提供したサービスの性質、範囲及び質は適切で

あった。 

(b) 各 SPDR ETF のパフォーマンス、及び指数に対して測定される SPDR ETFs に関してよ
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り重要なことにはインデックスとの連動性は満足がいくものであったか、アドバイ

ザーが必要に応じてアンダーパフォーマンスの改善に十分な注意を払った。 

(c) 各 SPDR ETF に関するアドバイザーの均一手数料は、提供されるサービス及び類似

ファンドに課される手数料に関して考慮すれば、妥当であった。 

(d) 本トラストとアドバイザー及びその関連会社との関係の収益性は、提供されたサービ

スの性質、範囲及び質に照らして過大なものではなかった。 

(e) アドバイザー又はその関係会社に追加提供する可能性がある便益は、受託者会の結論

に重大な影響を与えるほどではなかった。 

(f) 本トラストの報酬体系が比較的低いことで、アドバイザーに支払う報酬は、SPDR 

ETFsに関する規模の経済を適切に共有していたと言える。独立受託者はその過程全体

にわたり各自の独立した法律顧問から助言を受けた。 

 

 

本報告書に含まれる情報は、本トラストの受益権保有者への情報提供を目的としている。

本報告書は、本トラストに関する重要な情報を含む本トラストの最新の目論見書が事前に

又は同時に提供されていない限り、投資を検討している人に配布することは認められてい

ない。最新の目論見書及び SAI は、1-866-787-2257 に電話して販売会社から入手すること

も、https://www.ssga.com/spdrs のサイトで入手することもできる。投資を行う前に目論見

書を慎重にお読み頂きたい。 

 

 


